
広報くしもと 2月号 （毎月 1回／ 1日発行）

・ 星遷后駆
まちの出来事 (P. 2) 

町長随想 (P. 5) 

よろこびかなしみ ・ (P. 6) 

保健センターだより (P. 8) 

お知らせ (P. ll) 

晴れやかに新成人の誓い

串本町成人式にて、新成人の誓いを読み上げる苫谷樹さんと吉田紗代さん

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,5ワ4人 ・男性…… 9,089人 ・女性…… 10,485人 ・世帯数…… 9,316世帯

（平成21年 1月 1El硯在）



式典では消防団員の表彰が行われました

し
て
蓉
ら
し
て
い
け
る
町
を
作
る
た
め

に
そ
の
佑
頼
と
期
待
に
応
え
る
よ
う
、

努
力
し
て
ほ
し
い
LO

と
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

式
典
終
［
後
に
は
参
加
者
令
員
で
文

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
串
本
消
防
署
裏
ま
で

の
道
路
を
消
防
車
両
と
と
も
に
分
列
行

進
を
行
い
、
最
後
に
串
木
漁
湛
の
岸
壁

か
ら
一
斉
放
水
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
呆
を
訪
れ
た
住
民
に
披
蕗
し
ま

し
た
。な

お
、
式
典
で
は
次
の
方
々
に
対
し

て
、
永
年
勤
続
な
と
の
消
防
団
員
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
c

（
敬
称
酪
）

【
10
年
以
上
勤
続
表
彰
】

柿
生
和
弘
（
串
本
分
団
）
直
井
秀
明
（
潮

岬
分
団
）
杉
本
敬
将
（
潮
岬
分
団
）
福

島
章
（
田
並
分
川
）
鈴
木
智
美
（
悴
野

分
団
）
堀

u文
明
（
押
野
分
団
）
鈴
木

誠
（
樫
野
分
団
）
長
野
和
弥
（
西
向
分

団
）
森
隆
郎
（
古
座
分
団
）

【
20
年
以
上
勤
続
表
彰
】

田
中
繁
（
田
原
分
団
）
漆
畑
繁
生
（
田

原
分
団
）
井
本
重
弘
（
田
原
分
団
）
川

消防団による分列行進

1
月
1
1
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
消
防
署
員
、
消
防
団
貝
、

樫
野
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
な

ど
が
出
席
し
、
串
本
町
消
防
出
初
J
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
c

式
典
で
は
殉
戦
消
防
職
団
貝
に
対
す

る
黙
祷
が
枠
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
松
原
町

長
よ
り
、
「
近
年
、
地
震
や
日
然
災
害
に

よ
る
被
害
が
大
規
模
で
複
雑
多
様
化
し

て
き
て
い
る

3

町
民
が
健
や
か
に
安
心

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

串
本
町
消
防
出
初
式

上
保
（
出
原
分
団
）
松
卜
修
巳
（
串
本

分
団
）
渡
辺
伸
守
（
潮
岬
分
団
）
＂
之
山

克
（
潮
岬
分
団
）
前
芝
英
之
（
潮
仰
分

団
）
寒
川
修
行
（
有
田
分
団
）
小
原
進

吾

(m詐
分
団
）
坂
木
博
（
和
深
分
団
）

太
田
艮
穂
（
大
島
分
団
）
西
川
稔
（
須

江
分
団
）
井
上
通
（
四
向
分
団
）
雑
賀

博
生
（
ー
ロ
痺
分
団
）

【
30
年
以
上
勤
続
表
彰
】

垣
下
良
丈
（
田
原
分
同
）
角
崎
和
郎
（
四

向
分
団
）

【
東
牟
婁
支
部
長
表
彰
】

什
野
弘
（
田
原
分
団
）
谷

U
邦
丈
（
串

本
分
団
）
仁
本
浅
二
（
串
本
分
川
）
吉

（上）謂査を前に、樫野崎

にある慰霊碑で献花

が行われました。

（右）樫野港で調査の準備

を行うプロジェクト

チーム

（右）今回の調査では、保

存処理作業に町内外

のボランティアの方

々が加わり、作業を

手伝っています。

（左）海中での発掘調査

※写真提供 INA

一斉放水の披露

遭
難
さ
れ
た
方
々
の

思
い
出
を
引
き
揚
げ
た
い

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
発
掘
調
査

明
治

23
年
に
樫
野
沖
て
沈
没
し
た
ト
ル
コ
軍
艦

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遺
品
を
引
き
掲
げ
る
潜
水
発

掘
調
査
が
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。
調
査
は
1
月
11

日
か
ら
始
ま
り
、
2
月
3
日
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で

す
c今

回
で
3
3
回
目
と
な
る
発
掘
調
査
に
は
昨
年
に
引

き
続
ぎ
ト
ル
コ
海
洋
考
占
学
研
究
所
の
ト
ゥ
フ
ァ

ン
・
ト
ゥ
ラ
ン
ル
氏
を
団
長
と
す
る
、
7
名
の
調
査

チ
ー
ム
が
串
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

叶
年
の
調
査
て
は
、
造
帷
さ
れ
た
乗
組
日
の
も
の

と
思
わ
れ
る
、
軍
服
の
ボ
タ
ン
や
望
遠
鋭
の
レ
ン
ズ

な
ど
一

0
0
0
点
を
超
え
る
追
品
が
引
彦
揚
げ
ら
れ

ま
し
た

3

今
回
の
調
査
も
昨
年
と
同
様
に
遺
品
の
引

き
揚
げ
と
保
存
処
埋
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

ト
ゥ
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ラ
ン
ル
団
長
は
記
者
発
表
に

お
い
て
、
「
ま
た
今
年
も
串
本
に
来
る
こ
と
が
で
き

A

て
う
れ
し
く
思
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ト
ル
コ

と
日
本
の
友
好
を
象
徴
す
る
市
業
で
あ
り
、
ト
ル
コ

円
民
に
と
っ
て
も
大
ぎ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
発
掘
調

査
で
は
、
乗
組
員
に
直
接
結
び
つ
く
よ
う
な
遺
品
を

引
き
揚
げ
る
こ
と
で
、
造
帷
し
た
力
々
の
思
い
出
を

引
ぎ
揚
げ
る
こ
と
か
で
き
れ
は
と
考
え
て
い
る
LO

と

今
同
の
調
査
に
対
す
る
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

出
泊
文
（
串
本
分
凹
）
＂
占
谷
重
久
（
田

並
分
団
）
並
木
胚
夫
（
和
深
分
団
）
束

患
（
須
江
分
団
）
青
木
団
（
古
座
分
団
）

【
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
】

田
中
繁
（
田
原
分
団
）
漆
畑
繁
4

（田

原
分
団
）
井
本
重
弘
（
田
原
分
川
）
川

上
保
田
原
分
団
）
松
卜
修
巳
（
中
本

分
団
）
渡
辺
伸
守
（
潮
岬
分
団
）
＂
之
山

克
（
潮
岬
分
団
）
前
芝
英
之
（
潮
岬
分

川
）
寒
川
修
行
（
有
田
分
団
）
小
原
進

吾

(m詐
分
団
）
収
木
博
（
相
深
分
団
）

太
田
良
穂
（
大
島
分
団
）
西
川
稔
（
須

紅
分
団
）
井
上
通
（
四
向
分
団
）
雑
賀

咆
生

(
r
L
J

庫
分
団
）
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町
民
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

合
年
の
冬
は
気
意
か
平
年
並
み
と
の

こ
と
て
、
寒
い
日
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
お
風
邪
な
ど
ひ
か
れ
て
い
ま
ピ

ん
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い

え
は
、
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
な
と
長
距
離

し
ー
ス
か
｛
疋
番
て
す
か
、
先
日
、
和
歌

山
市
の
弁
護
士
さ
ん
と
の
会
話
の
中
て
、

ょ
串
本
町
主
催
の
サ
ン
セ
ッ

L
マ
ラ
ソ

ン
は
と
て
も
芙
味
し
い
マ
ラ
ソ
ン
て
す

ね
。
」
と
の
話
題
に
な
リ
、
久
々
に
矮

し
い
気
持
ち
を
味
わ
い
ま
し
に
。

そ
の
理
口
は
と
申
し
ま
す
と
‘
弁
護

±
さ
ん
は

40霰
代
の
男
性
て
し
た
か
、

2
年
前
に
家
族
4
人
〈
ご
夫
婦
、
中
学

生
の
男
児
、
小
学
生
の
女
IEl
と
て
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
几
し
た
が
、
ゴ
ー
ル

後
の
し
ょ
ら
さ
ん
銹
の
炊
出
し
の
味
が

忘
れ
ら
れ
な
い
、
あ
ん
な
美
味
し
い
お

も
て
な
し
付
き
の
マ
ラ
ソ
ン
は
初
め
て

て
涜
り
、
他
に
類
を
貝
な
い
と
の
こ
と

て
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
や
職
場
て
の
研
修
等
に
お
い

臀長随趙

松原 繁樹

大水崎区から悪架橋を通ってサンコ台区へ向かう住民

災
害
時
の
連
携
・
協
力
体
制
を
強
化

大
水
崎
区
・
サ
ン
ゴ
台
区
合
同
防
災
訓
練

12
月
11
日
、
人
水
崎
区
自
主
防
災
会
と
サ
ン
ゴ
台
区
に
よ
る
、
合
同
防
災
訓
紬

が
行
わ
れ
、
各
区
の
住
民
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練
と
、
災
害
時
の
救
護
・
炊
き
出
し
の
訓
純

を
M
時
に
行
っ
た
も
の
で
、
大
水
崎
区
の
住
民
が
橋
杭
小
学
校
前
の
駐
車
場
か
ら

サ
ン
ゴ
合
中
央
線
の
高
架
檎
を
通
り
、
サ
ン
ゴ
台
の
隼
会
所
ま
て
避
難
し
た
ほ
か
、

サ
ン
ゴ
台
区
の
仕
民
は
集
会
所
で
避
帷
し
て
ぎ
た
住
民
を
迎
え
、
ア
ル
フ
ァ
米
の

炊
ぎ
込
み
ご
飯
や
、
豚
汁
の
炊
ぎ
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
防
災
祈
舶
の
も
ち
つ
き
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
多
く
の
力
々
が
訓
練
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

て
ほ
め
て
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
は

よ
く
耳
に
す
る
と
こ
ろ
て
す
か
、
観

光
・
集
客
事
業
を
実
施
サ
る
制
と
い
に

し
ま
し
て
も
、
心
地
よ
い
お
ほ
め
の
言

葉
や
態
度
に
接
す
る
と
、
次
は
も
っ
と

口
夫
を
し
て
、

IBJ
外
か
ら
来
ら
れ
る
観

光
客
の
皆
さ
ま
に
奎
ん
て
い
た
た
け
る

サ
ー
ヒ
ス
を
提
供
し
に
い
と
思
う
の
が

人
情
で
し
ょ
う
。

私
達
の
IBJ
は
、
観
光
立
IBJ
を
標
榜
し

て
お
り
現
在
、
民
泊
と
様
々
な
体
験

メ
―
一
ユ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
靱
育
旅
行

の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

企
業
誘
致
や
国
際
交
流
に
も
精
極
的
に

取
リ
組
ん
て
い
ま
す
か
、
こ
れ
ら
の
分

野
に
お
い
て
合
後
成
果
を
あ
け
て
い
く

た
め
に
は
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
「
ウ
エ

ル
カ
ム
」
と
い
つ
に
お
も
て
な
し
の
精

神
（
最
近
て
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い

う―――
-0

葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
）
が
さ

ら
に
必
要
と
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
経
済
情
勢
は
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
ゾ
我
が
国
の
状
況
も
予
断
を

許
さ
な
い
と
こ
ろ
て
す
か
、
米
国
の
新

大
統
領
の
就
任
に
見
ら
れ
る
「
期
待
と

賓
任
」
の
中
て
、
私
達
も
豊
か
て
明
る

い
末
来
を
目
指
し
、
皆
さ
ま
と
手
を
携

え
て
精
進
・
努
力
し
て
参
リ
に
い
と

顧
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

開
場

午
後
5
時

30分

は
り
と

開
演

午
後

6
時

未
来
へ
の
国
際
展
望

副町長に堀切正人氏

平成20年第4回定例会において、副町

長の選任が上程され、審議の結果、堀

切正人氏 (60)が1月1日付けで副町長

に選任されました。

前
泰
子
さ
ん
・
穂
乃
花
ち
ゃ
ん
親
子
か

優
秀
賞
を
受
賞

和
歌
山
県
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

和
歌
山
県
や
和
歌
山
県
広
帥
会
な
と
か
、
土
催
す

る
第
57
回
和
歌
山
児
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
潮
岬
地
区
存

it
の
＂
則
泰
子

さ
ん
と
＂
訓
穂
乃
花
ち
ゃ
ん
親
子
が
優
秀
賞
を
受

貨
し
ま
し
た
c

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
母
了
保
健
批
追
串
業
の
一

環
と
し
て
、
り
子
歯
科
衛
牛
の
普
及
と
啓
発
を
図

る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
前
さ

ん
視
了
は
最
優
秀
賞
に
次
く
優
秀
な
成
績
て
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

堀
切
氏
は
昭
和
48年
4
月
、
旧
串
本
町
役
場
へ
採
用
。

生
活
環
境
課
長
、
環
境
保
健
課
長
を
歴
任
し
、
新
串

本
町
で
は
串
本
町
古
座
川
町
衛
生
施
設
事
務
組
合
事

務
局
長
、
総
務
課
長
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。

■開
催
日
時

平
成

21年
3
月

lO日
（
火
）

■会
場

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■内
容

0
オ
—
フ
ニ
ン
グ
ス
一
プ
—
ジ

串
本
高
校
・
古
座
高
校
合
同
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

El木
古
典
落
語
我
楽
亭
八
リ
ト
（
わ
ら
っ
て
い

0
里
調
講
演

ー
プ
ー
マ
「
日
本
に
お
け
る
国
際
社
会
の
展
望
に
つ
い
て
」

講
師
磯
枯
尚
徳
氏
（
元

N
日
K

キ
ャ
ス
タ
—
)

0
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
末
来
へ
の
国
際
展
望
」

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

宮

崎

緑

氏

（

元

N
H
Kキ
ャ
ス
タ
ー
）

■入
場
等
に
つ
い
て

入
場
は
無
料
で

g
が
、
入
場
券
が
必
要
と
な
り
ま
寸
。
入
場
券
の
配
布
は

平
成
2
1年
2

月
9
E
l
（
月
）
午
前9
時
よ
り
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
—
に
て
行
い

ま
す
。
配
布
は
平
日
の
み
で
、
入
場
券
が
な
く
な
り
次
第
終
了
い
た
し
ま
す
。

■お
問
い
合
わ
せ

•
「
未
来
へ
の
国
際
展
望
」
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

6
0
7
3
|
4
9
2
|
4
1
3
0
 

・
串
木
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
生
涯
学
習
課
）

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
0
0
6
 

■主
催

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

i
n
三
本

2
0
0
9実
行
委
員
会

侵
秀
賞
を
受
賞
し
た
前
泰
子
さ
ん
（
中
央
）
と

穂
乃
花
ち
ゃ
ん
（
右
）
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囮信岨汎ゆいこ認泌鼻艦ーアレ）レギー対応一
アレルギーの子どもさんを持つお母さんを中心に料理教室を開催します。「アレルギーに配感した

食事づくりって難しい」「メニューが同じ物ばかりになるj 「皆がおいしそうに食べている物を食べ

させてあげられない…」そんなお悩みはありませんか？色んなメニューを安心安全な食材でおいし

く作ってあげられるコツを丁寧にお教えします。ぜひ、ご参加ください。

●講

●主

師 ：CC-Cooking（顧閤医、管理栄養士も揃った新しい時代の健康食）

創案者 ）」＼児アレルギー学会正会員 山本朝子先生

健康相談室 日本綜合医学会食衰指導士 伏見育子先生

●内 容 ：お話と調理実習 （作った料理を試食していただきます）

●日 時 ：平成21年3月25日（水） 午前10峙～午後 2時 （受付9時30分～）

●場所 ：新宮市保健センター 4階

●対 象 ：アレルギーを持つ子どもさんの食事づくりでお因リのお母さん

●定 員 ：30名 （申し込み多数の場合は抽選となります。）

●保育 ：10名
●参加費 ：300円 （材料費 ・保険粘を含む）

＊保育を希望の方は別に子どもの保険粘200円が必要になリます。

●持ち物 ：エプロン、三角巾、手拭きタオル

•お申し込みお問い合わせ ： 2月3日（火）～10日（火）までに

串本町保健センター (tt0735-62-6206)まで

お申し込みください。

和歌山県母と子の健康づくり運動協議会新宮 • 東牟雰支部主催催

＊クリームシチュー ＊

＊ソーダパン ＊

＊小松菜とレタスの

グリーンサラダ ＊

(l)んこドレッシング添え）

* l)んこのゼリ ー ＊

西 西 和 和 二 樫田潮潮樫 1JJIII串串出大田出潮和串串
並

向向深深色野 上 岬岬野子並本本 雲 島並 雲 岬深本本
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環境衛生課からのお知らせ

ヽ

名 称 4 
瑞 開設期 間 開設時 間云

新宮地域職業訓練センター 7月28日（水）～30日（金）
9.00~12.15 
13. 00-15. 00 

サラリーマンや
串本町文化センター 2月5日（木）～ 6日（金）年金受給者の

た め の 古座川町中央公民館 2月9日（月） 9,30-12.15 

還 付 申告会場
太地 IIIJ 公民館 2月lO日（火） 13. 00-15. 00 
那智勝浦IIIJ体育文化会館 2月12日（木）～13日（金）

那智勝浦町役場 2月l7日（火）～19日（木）

太地町公民館 2月20日（金） 9.30-12.15 
確定申告会場

串本 1BJ文化センター 2月24日（火）～,26日（木） 13 00-15 00 
古座川町中央公民館 2月27日（金）

税理士会による
新宮納税協会

3月5日（木）～13日（金） 9. 00-12. DD 
無料相談会場 （注）土曜日日曜日を除く。 13 00~ 15 00 

※各会場とも土地建物 • 株式等を売却された所得、 山林取得に関するアドバイスは行っておりません。
※混雑の状況により 、受付終了時間を早める場合がありますので、あらかじめこ了承ください。

先月、 111J内で家庭ゴミ収集時にゴミの発

火による車両火災が発生しました。原丙は

不明ですが大きな火災になると爆発や炎

上で作業者や通行人、周辺の住宅などに被

害が及ぶ可能性があります。たばこの吸殻

やライターなど火の気には十分注意してく

ださい。また引火性のものは絶対に出さな

いでください。カセットポンベやスプレー

缶などを出すときは、中身を完全に使い切

り、必す穴をあけて出してください。（作

業は火の気がなく、屋外の国通しのよいと

ころで行ってください。）家庭用ガスコン

口を廃棄するときは必す乾電池を取りはす

してください。

ゴミはルールを守って出しましょう, ___________________ _ 

⑦ 広報くしも と2009.2
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津西田

荷 向 原

昨年の火災・救急件数
-12月31日現在 一

火災件数

達 物 11件

林 野 0件

その他 2件

合計 13件

救急件数

交通 831牛
急病 711件

その他 353件

合 計 1,14ワ件

火災のない住みよい豊かな町づく り

広報くしもと 2009.2R 



治療翡助......-........―

串本町ては不妊に悩むご夫婦に対して、不妊治療にかかる費用の 那を助成し

ています。

対象となる方

不妊に悩むご夫婦のうち、次の要件をすべて満たす方。

・法律上の婚姻をしている夫婦で、夫又は妻のどちらかか和歌山隈内に 1年
以上住民登録している

・各種医療保険に加入されている

・夫婦の前年所得の合計が650万円未満である

助成内容

助成額： 1年度あにり 3万円を上限。

助成期間：連続する 2年度

（助成開始月から24カ月間 (2年間）の期間）

助成対象治療

・医療保険各法に規定寸る療養の給付か適用となる不妊治療

（タイミンク療法・薬物療法など）

・医療保険適用タトの不妊治療のうち、 1本タト受涙肯及〇顕微鏡授精を除く治療

（人工授精なと）

・治療の一環として行われる検査、及び治療胴始前に不妊原因を頴へるた

めの検査

不妊治療を実施する産婦人科・泌尿器科であれは、県内タトを商わすとこ

の医療穂関を受診していても助成の対象とします。

申請時期： 治療を受けた日の属する年度内に申請

申請書類：一般不妊治療費助成申請書

（薬局での投薬を受けた方は、薬局からの証明書）

一般不妊治療医療機関受診等証明書

医療機関発行の不妊治療に要した費用に係る領収書

戸籍上の夫婦であることを証明する書類（戸籍騰本等）

夫婦の住所を確認できる書類（住民票） ］こちらて確芯がとれる
ょうてあれば捏出不廷

夫婦の前年の所得を証明する書類（所得証明書）

必要書類につさずしては、串本町保健センターにて用意していよす。

串本町保健センターまでお問い合わせください。 noワ35-62-6206

（保健ビンター窓口を来訪するのが心情的に困難な方は、匿名て紡構で]のてお電話てこ相談下さい。）

し鯉疇
保健センター 2月の行事予定は下記のとおりです。
※健診筈についてのお巾し込み•お問い合わせは、

保忙センター（合073:i-62-6206) まで。

【成人関係］
健康相談

宍施日 受付時間 会 埒

900~1000 安指区民会館
2月2日（月）

田子区民会館l0 30~ll 30 

2月5日（木） 930~1030 苅岬公民館
900-IOOO 須江健康世l里センター

2月6日（金）
ID 30-11 30 樫野吉年会館

2月9日（月） 1300-1500 保健センター2階

2月25日（水）
13 oo~ 14 oo 伊串多目的果会所

14 30~15 30 西向多目的英会所

献血

日時
2月18日（水）
]3:l5~16:00 

2月27日（金）
10:00-15:00 

⑨広報くしもと 2009.2

古座分庁舎

自衛隊

瑛

ります）

所

【乳幼児関係I
乳幼児健診
日 時 堺 所 内 容

2月5日（木） 保健センター 1歳歳6ヵ月児児及煙診び
13·00~ 13 30 2階 2 6ヵ月
2月］2日（木） 保健センター 3歳6ヵ月児健診13 00~13 30 2階

2月26日（木） 保健センター 4ヵ月児健診＆
l3 00~l330 2階 BCG接種
2月26日（木） 保健センター 6ヵ月児建診13 30-14 00 2階

乳幼児予防接種 各種教室
'' 内容

二種混合
1期初回

日時及び内容
2月2日（月）1330-

離乳食教室
4ヶ月児～8ヶ月児対象
2月］0日（火）1000~ 

ひよごひろば
(6ヵ月児～1歳児対象）
2月20日（金）1000~ 
ちびっこひるば

(2歳児～3歳児対象）

2月25日（水）13'30~
マタニティー教室（後期）

平成21年度検診希望調査票について

‘|＇成21年4月以降の各柚検診について世恰ごとに調介
票を送付いたします3 十灸診を希望する力はもちろんの
こと、希望しない方ももれなくこ記入のに 2月10日
（火）まてに保健センタ-—まて提出してください。

※提出期限を過ぎても結構ですので必ず提出してください。

串本町一般不妊治療助成事業について

詳細・申話書につきましては、保健センターまでお問い合わせください。（ff0735-62-6206) 

広報くしもと 2009.2 ⑧ 
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司

串本町役場本庁舎
(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TELワ2-0081)

本病院

(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課
(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館
(TEL 6 2-46 5 3) 

健 セ ン タ ー
(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

＂ ／／，：：士t/ ／:  I 
＂ ／男女ハ I 

同参画講座／／／
[ 「しゃべつて発見！聞いて発見！こころ豊かに暮らせるヒント）」 1 

［ 男女共同参回について、身近なところからわかりやすく学び、楽しい時間をすごしませんか？ ［ 

i ■日 時：平成21年2月7日（土） 13: 30~15:oo I 
i ■場 所：串本町文化センター AB会諸室＇

i ■講 師： rジェンダーブレイクあい•あい』の皆さん

! （平成15年度男女共同参画いきいき大賞受賞、出前講座の開催や人材育成に貢献） 1 

i O募集人目： 40名（先沿順） I 
土 0中込加去： 2月5H （木）までに FAX、竜話またはメールて、作所・氏名・霞話番号・一恥保育の右無 I 
i を下記までお知らせください。

l o一時保育： 1歳から小学生 2年生までのお子さんの一時保育を行います［）ご芥草の方は、 1月29日（木） i 
： まてにお十さんの名加（ふりがな•愛称）、竹別、生年月日をお知らせください c, i 
i （あらかじめ中込が必要です。） I 

i I申込先及び問い合わせ先 I

i ・東牟姜振躾局総務企圃完人権・児民グループ 1 

土 〒647-0043 新宮市緑ヶ丘 2-4-s TEL:07:35-21-~607 FAx:0735-21-9636 I 
メール： tani_y0004（印pref.wakayama. lg.jp 

: .串本町役場企両財政諜

: 〒 6~9-3592 串本町串本1800 TEL: 0735-62-0555 FAX: 0735-62-6970 I 

:--------------------------------------←--.J 

後期高齢者（長寿）医療保険からのお知らせ！！
-- -- -- -- - -- -- -- -- -- -- -- - -- -- - -- -- -- -- -

〇保険料の納付について《納付のお忘れはないですか！》

•平成20年 4 月より新しい医療制度として後期高齢者（長寿）医療制度が施行され、普邁徴収「納

1寸書による納付・ロ座振替による納付」による保埃料の徴収が7月より始まりました。本保険料

も各納期が過ぎますと督促状を送イ寸させていただくことになっています。納イ寸状況をご確認いた

だきお網め忘れの方はお早めに納付をお願いします。

また、口座振替を希望される方で、国民健康保険制度加入時、保険料を口座振替で納めていた

だいていた方も改めて口座振替の手続きが必要となりまサ。
し―-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

. -------------------------------------------------------------------------------------------------. 
0年金からの天引きが口座振替に変更できる制度に変わりました！

・現在、年金から天引きされている後期高齢者（長寿）医療制度の保険料が、平成27年度分から手

続きにより、口座振替に変更できることになりました。平成2l年4月以降特別徴収（年金天引き）

に該当されると思われる方には、各個人宛に後期高除者（長寿）医療係りより選択のため納付方

法変更申出書を送付させていただいております。

※gでに口座振替の手続きをしている人も、「納付方法変更申出書」を提出していない方は、引き続

き年金からの天引きになる可能性があります。

※特別徴収からの変更には、事務手続きが 2ヶ月程度要します。変更を希望される方は、早めの申

出をお願いします。
し―-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

■お問い合わせ：串本町役壊住民課後期高齢者（長寿）医療係り fl 0735-62-0555 

⑪広報くしもと 2009.2 広報くしもと 2009.2
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旦国国国口国国
日曜 行車内容（時間） 場 所 主笞課等

※各穫検診健康相談予

防接種ひよこ広場ちび

っこ広場などの日程につ

いては、 8ページの「保健

センターだより」をこ廃

ください。

7土 男女共同参画講座 串本町文化センター 企画財政課

「しゃべって発見！ A B 会 諾 室

聞いて発見！

こころ碧に

再らせるヒント｝」

(13 30-15 00) 

12太 人権行敗相談 串本 町 役堀 住民課

(13 3□~ 15 30) 占 座 分庁舎

26オ 人権行政相談 巳原山村 住民課

(13 30-15 30) 交流センター
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救命胴衣を着用しましょう
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海中転落事故による死亡・行方不明

者が増えています。そのうち約 7割の

方が救命胴衣を着用していませんでし

た。その反面、転落したが救命胴衣を

着けていて助かったという事例が多数

確認されています。

乗船や磯釣り等の際は、救命胴衣を

蒼用しましょう。

※小型漁船に一人

で乗船して漁労

に従事する場合

は、救命胴衣の

着用が義務付け

られています。
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れ
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【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。
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の
耐
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や
家
具
の
転
倒
防
止
は
、
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に
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を
要
し
ま
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が
、
既
存
の

制
度
を
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用
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こ
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に
よ
り
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通
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よ
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し
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な
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が
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り
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。
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。
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。
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年咸人式1月3日に串本ロイヤルホテルで開催されに成人式には 168名

（男82名 女86名）の新成人が出席し、大人としての誓いを新tこ
にしましに。

会場ではスーツや振袖姿の新成人たちが、

旧友と近況を報告しあっtこり、記念撮影

をびる姿が見られましに。
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【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


